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も親切に迎えてくれ、彼らのあいだに伝わる「漁歌」の
練習風景や、最近になって新しく建てたという村内の廟
宇を快くみせてくれた。私が福建省の漳州市で連家船漁
民の研究をしていることを告げると、漁民のおばあさん
たちは「あら、私たちの祖先は皆漳州から来たのよ！だ
から、私たちも漳州と同じ閩南方言を話すの」と口をそ
ろえ、私も 船漁民と呼ばれる人々を、より身近に感じ
ることができた。その一方で、福建省の連家船漁民と
船漁民がともに廟宇の中で祀っている「媽祖」や「水仙
爺」といった神明は、同じ名称で呼ばれても、そこで語
られる由来は多少異なることがわかった。
たとえば、連家船漁民たちが祭祀する媽祖は、福建省
莆田市の 州島出身とされ、航海や海上の安全を守る 1
人の女神である。他方、 船漁民のあいだで媽祖は「大
媽」・「二媽」・「三媽」という 3姉妹として祀られ、廟宇
にも 3体の神像が安置されている。大媽・二媽・三媽
の順に、長女（媽祖自身）・次女・三女を表すという。
さらに、この 3体の神像がこの廟宇へ至った経緯から
は、中国特有の歴史事情がうかがえる。もともと媽祖三
姉妹の神像は、汕尾港に浮かぶG島の海辺に安置され
ていたという。 船漁民たちは、出港と帰港の際に必ず
G島の媽祖三姉妹の前を通り、豊漁と航海の安全を祈っ
たという。その後、Y新村に土地を得てからも、漁民た
ちは漁に出るたび、ここを通っていた。しかし、1960
年代に迷信打破運動が始まると、媽祖三姉妹の神像が燃
やされることを危惧した漁民たちによって、それらの神
像は当時革命とは無縁だった香港へ運ばれた。この経緯
について詳細を聞く余裕がなく、どのような関係をたど
り、香港のどこへ運ばれたのかわからないが、とにもか
くにも、媽祖三姉妹の神像は文化大革命の時期を無事に
過ごすことができたのである。その後、各地で廟宇が復
興し始めた 1992年になって、媽祖三姉妹は香港から
船漁民たちの元へ戻り、現在の廟宇が建てられた後に、
ほかの神明とともに安置されることになったという。
水仙爺は水仙（尊）王とも呼ばれ、福建省の連家船漁
民も 船漁民も、村に建てられた廟宇の主神として祀っ
ている。連家船漁民のあいだで水仙爺は戦国時代の楚の
政治家であり詩人でもあった屈原が転化して水神となっ
たものと考えられている。これに対して、 船漁民たち
によれば水仙爺とは、夏の国を開いた帝王とされる禹が
神明となったものであるという。禹は大洪水を治めた大
功をもつことから、水上の安全を司る神明となったと考
えられているようである。

これまで福建省南部の河川下流域に位置する漁村でし
か調査をしたことのなかった私にとって、汕尾港という
大規模な海港を根拠地としてきた 船漁民たちと出会え
たことは、大きな収穫であった。とりわけ、福建省で連
家船漁民と呼ばれる人々と、 船漁民たちをとり巻く環
境には共通する点も多く、それゆえに両者のあいだにあ
る差異も引き立つという発見があった。たとえば、連家
船漁民と 船漁民はいずれも閩南方言を話す人々であり、
共同で祭祀される神明には共通点もあった。また、どち
らも陸上に定住する際、農村部ではなく比較的繁華な市
街地にその根拠地を得て、現在でも漁業に従事する人が
少なくないという点も似ている。しかし、詳しくみてみ
ると、同じ名称、似通った発音で語られ、性格や誕辰も
同じにみえる神明が、異なる由来をもつことなどがわ
かった。こうした相違を小さなものとして切り捨てず、
そこから両者をとり囲む社会についてより広い視点で理
解する必要性を痛感した。

写真１　 汕尾港

写真２　 漁船で船頭公を祭祀する夫婦
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ハイデルベルク大学

この度、神奈川大学日本常民文化研究所付置非文字資
料研究センターと、私共ハイデルベルク大学の COE
（The Cluster of Excellence）「グローバルな文脈にお
けるアジアとヨーロッパ：文化の流れにみる非対称性の
変遷」は、研究協力を推進することとなり、学術交流・
提携事業に関する覚書を取り交しました。具体的には、
シンポジウムへの研究者の招聘、若手研究者の短期交流
の促進を計画しています。このうち、第一回目の短期交
流として 2010年に神奈川大学からの研究者を招聘いた
します。その他にも、ニューズレター、研究成果報告書、
及びその他刊行物の相互交換を行っていく予定です。

１．クラスターの概要

私共クラスターは、ドイツ政府が国内に世界最高水準
の教育研究拠点を形成することを目的に実施する
「Exzellenzinitiative（エクセレンス・イニシアチブ）」
プログラムに採択され、2007年 10月に発足したもの
で、ドイツ版のグローバル COE拠点に相当します。
クラスターは４つの研究領域―統治と行政、公共領域、
衛生と環境、歴史と文化遺産―に属する 70以上の研究
プロジェクトにより構成されており、現在 200名の研
究員がアジア・ヨーロッパ間における文化交流のプロセ
ス―文化、社会、政治等関連諸分野における非対称性―
に関する研究活動を行っています。
なお、奨学金の半数は、アジア各国からの優れた若手
研究者に付与されています。

２．クラスターの教授陣

クラスターはインド学教授のアクセル・ミヒャエルス、
中国学教授のルドルフ・ワグナー、並びに文化歴史学教
授のマドレーヌ・ヘレンーオシュの 3名の監督の下運
営されています。
また、クラスターにはドイツ初となるグローバル美術
史教授を始め、文化経済史、思想史、ビジュアル・メ

ディア人類学並びに、仏教学の分野で 5名の専任教授
が常任しており、学際的な研究環境の中、文化交流学の
大学院プログラムの運営も行っています。

３．今後の取り組み

更に、クラスターは、“Heidelberg Research Arch-
itecture”（HRA）と呼ばれる独自の研究用システムの
開発を進めています。HRAは、複数の学問分野間の情
報交換を促進するための新たな取り組みであり、現在
20以上のプロジェクトにより構成されています。様々
なデータベースを作成し、コンセプト、テーマ、文献、
テキスト、画像や動画等を保存することで、研究者が場
面に応じて情報の利用をすることが可能となっています。
「多文化画像データベース」はその一例で、現在
40,000画像が保存されており随時利用可能です。
その他にも、クラスターは、文章比較や言語資料の引
用検索を可能とするツールの開発も進めています。

４．おわりに

今回の学術交流覚書の締結に伴い、両大学の交流が今
後、更に緊密となり、より多くの学術情報が活発に交換
できるようになることを大変期待しています。

COE（The Cluster of Excellence）「グローバルな文脈における
アジアとヨーロッパ：文化の流れにみる非対称性の変遷」

Alexander Häntzschel・島津　万里子（クラスター事務局）

クラスター施設（ハイデルベルク大学　カール・ヤスパースセンター）




